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Abstract
The purpose of this study was to present on Hong Kong’s geography and geopark, discuss the topology, 

geology, history, economics, and social landscape of Hong Kong, and with this as a basis, examine the 
characteristics, issues, and overview of the Hong Kong Geopark.

Hong Kong has a population of 7 million and is one of Asia’s economic centers. In 1997, the United Kingdom 
returned Hong Kong to the People’s Republic of China. This transfer of sovereignty effected significant change in 
Hong Kong, but under the One Country, Two Systems policy, Hong Kong can preserve its British-based system for 
at least 50 years and great strides continue to be made. 

Contributions by the UK to the Hong Kong social landscape include English common law, English language 
culture, and social infrastructure, but the contribution which has had the greatest impact on the establishment of the 
Hong Kong Geopark has been the  nature conservation ordinance. 

The nature conservation ordinance implemented by the UK left areas of untouched nature in the exurban 
regions of Hong Kong. In October 2009 the Hong Kong Geopark was established with the goal of informing citizens 
about the city’s nature, increasing nature conservation awareness, and developing tourism.

The city of Hong Kong sees 40 million tourists each year.  The Hong Kong Geopark is located close to 
this large city and has a varied terrain and geology. As such it has been compared favorably with other geoparks. 
However the lack of a Geopark referral or welcome facility in Hong Kong’s city center and complex traffic 
conditions are two issues that have been observed.
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はじめに

ジオパークとは，日本ジオパーク委員会（以下

JGC, 日本におけるジオパークの審査・評価を行う

組織）によれば「地球活動の遺産を主な見所とする

自然の中の公園」であり，以下のように定められて

いる．

「ジオパークは地球活動の遺産を主な見所とする

自然の中の公園である．地域の地史や地質現象がよ

くわかる地質遺産を多数含むだけでなく，考古学的・

生態学的もしくは文化的な価値のあるサイトも含

む，明瞭に境界を定められた地域である．公的機関・

地域社会ならびに民間団体によるしっかりした運営

組織と運営・財政計画を持つ．ジオツーリズムなど

を通じて，地域の持続可能な社会・経済発展を育成

する．それぞれの地域の伝統と法に基づき地質遺産
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図 1．香港ジオパークの位置

を確実に保護する．」（日本ジオパーク委員会ウェブ

サイト）

ジオパークでは，科学的に価値があり，景観とし

て美しい地形や地質，露頭または生態系，その自然

によって既定された人々の生活や産業，経済，歴史

などを「大地の遺産」とし，保全・保護を行い，教

育やツーリズム，普及や研究に活用してゆき，地域

の持続的な発展や振興に寄与するものともいわれる

（岩松・星野，2005；目代・小荒井，2011 など）．

2004 年にヨーロッパジオパークネットワーク

と，中国国家地質公園の一部を合わせて，20 カ所

を最初の加盟ジオパークとして，ユネスコの支援す

る世界ジオパークネットワーク（GGN）が発足し

た．この世界ジオパークネットワークの審査を受

け，GGN への加盟を認定されると「世界ジオパー

ク」となることができる．2012 年 12 月現在，26 カ

国からなる 90 地域の世界ジオパークがある（Global 
Network of National Geoparks ウェブサイト）．これ

らの多くはGGN発足の中心となったヨーロッパ（50
地域）と中国（24 地域）である．

渡辺（2011）によると，アフリカ大陸にはまだ世

界ジオパークはないが，現在，モロッコで設立準備

中とのことである．米国地質学会はジオパークに関

する国内委員会と国内ネットワークの設立を目指し

ている．インドやロシアなど大きな国では，まだ動

きのないところもあるが，徐々に世界各地に広がっ

ているという．

日本では，JGC が審査・承認し，日本ジオパーク

ネットワーク（以下 JGN，JGC に認定された地域

で構成される組織）に加盟するジオパークが 2008
年に最初に認定された．JGN に加盟しているジオ

パークは世界ジオパークへ申請することができる．

2009 年に日本初の世界ジオパークが誕生し，2012
年 5 月現在，世界ジオパークは洞爺湖有珠山，糸魚

川，島原半島，山陰海岸，室戸の 5 地域であり，日

本ジオパークは 20 地域にのぼる．このほか，JGN
に加盟を目指している地域も 11 カ所ある．

本稿では，2011 年 9 月に GGN に加盟した中華人

民共和国・香港特別行政区のジオパークに注目する．

香港ジオパークは香港政府 1) が強力に推進し，観光・

教育に重点を置いている．また大都市に近接したジ

オパークとして，多くの訪問客を受け入れているこ

となど，アジア地域のジオパークでは，ユニークな

特色を持つ．また，糸魚川ジオパークと姉妹協定を

結び交流を行っており，日本に近く，日本のジオパー

クとの比較やジオパーク同士の交流の在り方を考え

るのにも適していると考えた．

2012 年 5 月に長崎県島原半島で開催されたジオ

パーク国際ユネスコ会議では，香港ジオパークに

関する発表 1 件，ポスター発表 2 件に加えて，市民

フォーラム「ジオパークと観光」において，K. M. 
Yeung 氏（香港ジオパーク事務局）が登壇者として

香港ジオパークを紹介した．

フォーラムでは，香港のジオパークは世界ジオ

パークでの取り組み先進例として捉えられ，香港ジ

オパークの概要，現状や地域の変化が研究者，ジ

図 2．香港全域
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オパーク関係者・一般市民に紹介された．例えばジ

オパークツアー専用のボートを用意したこと，スポ

ンサーを探しビジターセンターを新たに設置したこ

と，ジオパークにちなんだグルメの開発を行ったこ

と，ホテルとジオパークが提携したこと，多言語に

対応した音声案内が行われていること，ジオパーク

を紹介するテレビコマーシャルの制作がなされたこ

と，教育を重視したジオパーク案内や教材の充実に

力を入れていること，ジオパークガイド養成システ

ムが出来たことなど，その取り組みには他ジオパー

クとは異なったもの，斬新なものも多く見られ，日

本・世界のジオパーク関係者を驚かせた．また，そ

れらの取り組みによって，伝統文化の回復（伝統的

な祭り，伝統料理の尊重等）や地域振興（新たな交

通手段の確保等）が図られているとの報告もあり，

これらの点からも日本のジオパークの在り方を検討

する上でも大いに参考になると思われた．

香港という場所について，多くの人は高層ビルが

林立する大都会というイメージを持っているであろ

う．しかし，今回の Yeung 氏の発表によって，香港

には大都会に隣接して豊かな自然があり，その大自

然の中にジオパークが存在している，という従来に

無い香港のイメージをフォーラム参加者は抱いたの

ではないかと感じられた．

しかし，こうした様々な取り組みを行っているに

も関わらず，香港ジオパークを紹介する報文は現在

のところ日本語で書かれたものは無い．ユニークな

取り組みを行っている香港ジオパークの例を取り上

げ紹介することは，今後のジオパークについて考え

る上で有益であろう．

以上のことより，本報告は，香港及び香港ジオパー

クの概要を述べ，香港ジオパークについての今後の

研究のための参考基礎資料とし，日本の研究者，ジ

オパーク関係者，一般市民へ普及・紹介を目的とす

る．同時に香港ジオパークを理解するためには，香

港の地理や歴史，社会情勢等を理解する必要がある

と考え，それらも本稿にまとめた．

香港要素

1．香港の位置

中華人民共和国・香港特別行政区（以下，香

港）は中国・華南地域の珠江（Pearl River）デルタ

南東部および南シナ海に位置し，北は広東省深圳

（Shenzhen）市，西に約 60km には澳門（Macau）特

別行政区が位置する（図 1, 2）．北緯 22 度 08 分か

ら 22 度 35 分，東経 113 度 49 分から 114 度 31 分に

あり，日本からの距離は約 2800km，時差は -1 時間

（日本が 12 時の時，香港は 11 時），香港島（Hong 
Kong Island），九龍半島（Kowloon Peninsula），新

界（New Territories）の 3 つの地域と 235 の島々か

ら構成され，面積 1104 ㎢（東京都の約半分），人口

713.63 万（2012 年 12 月現在）の都市である 2)．

2010 年の GDP は約 2264 億ドル（約 18 兆円），1
人あたりの GDP（名目値 : 米ドル表示）は 34456.96
ドルである（The world bank ウェブサイト）．アメ

リカのダウ・ジョーンズ，シカゴ・マーカンタイル

取引所及び中国の新華社が 2012 年に公表した国際

金融センター発展指数では東京の 72.93 ポイントに

次ぐ 4 位（アジア 2 位）の 72.18 ポイント，世界の

都市競争力ランキングでも 4 位（アジア 2 位）とア

ジアを代表する大都市である．

2．香港の歴史

「香港は，猛烈な勢いで，その独自性を並べ立て

て悦に入るきらいがある．実際の香港の特質，それ

は雑炊文化だということに尽きる．東と西，古代

と現代，壮観と単調など，同じように混ざり合っ

た場所は他のどこにもない．」（クリス・パッテン，

1989）．
イギリス植民地に端を発した香港は東と西の文化

が混ざり合い，世界に二つとない都市を形成するに

至った．イギリス植民地から現在まで，どのような

歴史背景があって現在の香港を形成したのであろう

か，そのことについて俯瞰する．

1842 年から 1997 年 6 月 30 日まではイギリスに

主権のある植民地であったが，1997 年 7 月 1 日に

主権が中国に返還され，現在に至る．

香港は 1842 年のイギリスと当時清朝とのアヘン
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戦争の結果，南京条約によって，香港島がイギリス

に割譲されたことから，イギリス香港政庁の元で

の植民地経営が始まった．以後，1860 年の第二次

アヘン戦争の北京条約により九龍半島南部も割譲，

1898 年には香港境界拡張専門協約により，新界お

よび周辺の島々 235 個を 99 年租借した．こうして

現在の香港の領域に相当する領土の植民地化が行な

われた． 
その後，1941 年から 45 年までの第二次世界大戦

中の約 4 年間，香港は日本によって統治された．終

戦によって再びイギリスに統治が戻るも，1984 年

にイギリスのマーガレット・サッチャー首相及び，

中国の鄧小平共産党中央委員との会談で香港返還を

定めた中英共同声明を発表した．これは，1997 年 6
月に 99 年の新界租借期限を迎える為，その後の香

港政策について発表されたものである．厳密には，

租借地に 99 年の期限であった新界のみの返還も可

能（香港島及び九龍半島は永久割譲）であったが，

資源や居住地等を新界に依存しており，香港島及び

九龍半島のみでは独立した体制を維持できないと判

断され，香港政庁としては , やむを得ず香港全域の

返還となった．返還の際には共産主義国が資本主義

地域の主権を握るということもあり，多くの人々が

香港のその後を心配したが，一国二制度によって，

共産主義国の中に資本主義が存在する制度を取るこ

とにより，とりあえずの解決をみた．

現在は一国二制度の下，日本で言う憲法相当にあ

たる香港基本法を軸に，1997 年より 50 年間は以前

の経済・政治の社会制度を変えずに維持されている．

具体的には①資本主義の現体制を維持．②国際金融

センターの地位維持．③交換可能な通貨（香港ドル）

の存続．④法律制度の維持と独自の最高裁判制度．

⑤一定範囲内での政治活動の自由．⑥国防，外交を

除き，自治を認める．⑦国際活動への参加を中国香

港として認める．⑧独自の旅券発行．⑨独立した租

税制度．⑩港人港治（香港は香港人による統治の元，

北京の中央政府である中国共産党から派遣した人物

による支配はしない）．⑪中国の法律は香港基本法

以外適用されない．などである（上野ほか，2011）．

3．民族，言語，人口

香港の人口約 700 万人で最も多いのが，華人であ

り，人口の 94.2％を占める．外国人人口は約 40 万

人おり，フィリピン人，インドネシア人がメイドな

どの出稼ぎ労働者として 11 万人居る．他には，元

宗主国のイギリス人，インド人，ネパール人，日本

人，アメリカ人，カナダ人などが 1100 ～ 25000 人

程それぞれ居住する．日本と香港の経済関係は深く，

2011 年現在，21297 人の日本人が滞在している（外

務省海外在留邦人統計ウェブサイト）．

香港は香港島北部に広がる及び九龍半島が中心部

であり，ここに人口の約半数が居住する．またニュー

タウンを中心とした新界に残りの半分が居住してい

る．香港島・九龍半島・新界には大型のビルやマ

ンションが密集して建ち並ぶ．香港の人口密度は 1 
km² 当たり 6352 人，世界第 4 位と非常に高い（2011
年現在）．しかし，大部分は山地で，居住に適して

いない地域であり，居住地域は総面積の 14％（76 
km²）に限られる（香港政府規劃署ウェブサイト）．

観塘（Kwun Tong）区では，55204 人 /km²（2011 年），

黄大仙（Wong Tai Sin）区では，45181 人 /km²（2011
年）と人口密度は非常に高い（香港政府統計處ウェ

ブサイト）が，これは山地等非居住地域が含まれる

ので，居住可能地域のみに限れば，人口密度は 10
万人 / km² を超える場合 3) もあり，非常に高い数値

である．参考に東京で最も人口密度が高い中野区で

は，20175 人 / km²（2011 年現在）である（東京都

統計局ウェブサイト）．

香港は現在，「2 文 3 語」方針が取られており，2
文は中国語と英語を表し，3 語は広東語，普通話（中

国官話，いわゆる北京語），英語を表す．香港基本

法には，中文（Chinese language）と書かれ，そこ

では広東語と普通話の区別はなされていない．しか

し，行政，ビジネス，一般生活上など，通常は広東

語が使われる．広東語は人口の 96.5% が話し，英

語は 44.7%，普通話は 40.2% が理解している．

広東語とは，香港を中心とした広東省，広西チワ

ン族自治区，澳門で話される言語の一種で，粤語（え

つご）とも言われる．広東語話者数は約 8000 万人

に及び，世界でも有数の言語である．なお広東語は

普通話とは意思疎通が難しいほど異なった言語であ
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る (詹，1996)． 

4．経済と交通

香港は自由港，税制優遇などの措置が取られ，多

国籍企業が集積し，ニューヨーク，ロンドンととも

に世界三大金融センターと評価されている．アジア

有数の貿易センター，ビジネスセンター，また中国

内地 4) 市場への入り口として，世界都市の一角を

占める．

香港は戦後，電機製品，プラスチック製品等の

軽工業を中心に輸出加工基地として発展を遂げた．

1970 年代には東アジアの奇蹟と言われ，台湾，韓

国，シンガポールとともに，「アジア四小龍」とし

て，アジア新興工業経済地域の一角を担う工業地域

になった．1970 年代末に隣接する広東省・深圳市

に経済特区が置かれると，香港と中国の経済関係は

緊密化した．1980 年代に入ると多くの香港企業が

広東省の主に珠江デルタ地域に生産拠点を相次いで

シフトした．1990 年代には，珠江デルタ地域との

加工貿易の動きは一層加速され，珠江デルタ地域で

作られた製品が香港を経由して輸出されるなど，広

域経済圏を形成した．賃金や不動産価格高騰に悩む

製造業は，本社機能のみ香港に残し，製造工程や開

発，最終の出荷までの全工程を珠江デルタ地域に移

す動きが見られた．2000 年代になると，経済貿易

緊密化協定や，広東省を中心とする中国華南地域と

の一層の協力がすすめられた．その一つである汎珠

江デルタ経済圏協定枠組み協定は，9 省・自治区・

特別区が参加（広東，湖南，福建，海南，江西，広

西チワン，雲南，貴州，四川，香港，澳門）し，イ

ンフラ整備，技術提供，貿易障壁の撤廃，観光協力，

労働者の移動と権利保護，情報ネットワーク構築，

環境対策，疾病の予防等の提携を行うものである（上

野，2010）．これらの協定によって中国との経済関

係がより緊密になった．

主要な産業は金融，不動産開発，観光，小売，サー

ビス業である．中でも金融は中国企業の資金調達地

や人民元決済に利用されている．

観光客数は 2011 年度，約 4200 万人が香港を訪れ

た．香港を訪れた上位 5 カ国の，第 1 位が中国内

地 2810 万人，第２位が台湾 214 万人，第３位が日

本 128 万人，第 4 位が米国 121 万人，第 5 位が韓国

102 万人である．観光客数は増加の一途を辿ってい

るが，主に増加しているのは中国内地からの客であ

り，香港を訪問する約 70％近くが中国内地からの

客で突出している．他の国からはここ数年，微増で

安定して推移している．

中国内地より香港を訪問する客の増加要因となっ

ているのが，97 年の中国返還及び中国内地の経済

発展，香港ドル対人民元の人民元価値の向上 5)，香

港への経済政策として，香港を訪れることができる

中国内地都市の増加，それに併せたビザの簡素化が

進んでいることが挙げられる 6)．突出した中国内地

からの観光客無しに現在の香港の観光業界，また経

済は成り立たないと言えるだろう．

香港経済を支え，世界経済の一角を支えているも

のが，香港赤鱲角（Chik lap kok）国際空港の存在

である．中心香港中心部より西に約 20km，鉄道で

24 分の距離にあり，24 時間空港として，アジアゲー

トウェイ機能を果たしている．現在の空港が開港さ

れるまでは，九龍半島の香港中心部にある啓徳（Kai 
tak）空港であったが，滑走路が一本しかなく，手

狭であり，増大する航空需要を捌けないこと，設備

が古くなっていたことから，1998 年に現在の場所

へ移転した．

香港国際空港は年間の利用者数は 5300 万人，貨

物取扱量は世界第一位であり，韓国・仁川（Inchon）
国際空港，シンガポール・チャンギ国際空港と並び，

アジアのハブ空港としての地位が確立されている．

中国内地への窓口，ヨーロッパとアジア各都市を結

ぶ結節点としての機能を果たしている．東京とは 4
時間強の時間を要し，一日 14 往復運航されている

（2012 年 12 月現在）．

一方，市内の移動は都市交通である MTR（Mass 
Transit Railway）の地下鉄が人口集中地域にネッ

トワークされている．11 路線，一日の乗降客数は

350 万人を数える（Jim et al.,2010b）．その一つであ

る東鉄線は以前，九龍広州鉄道（Kowloon Canton 
Railway）と呼ばれ，九龍半島・尖沙咀から広東省

深圳市・東莞市（Dongguan）を通り省都である広

州市を結ぶ役割の路線として 1910 年に開業した．

現在は MTR と合併し経営統合されて香港域内を結
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ぶ路線として機能しているが，香港域内の輸送だけ

でなく，終点の羅湖（Lo Wu）駅，落馬洲（Lok Ma 
Chau）駅では，深圳市と境界を接する．両駅は出

入境管理のみの駅であり，毎日平均約 32 万人（羅

湖 24 万人，落馬洲 7 万 9 千人）が MTR を利用し

て香港と深圳を行き来している．

　

5．教育

19 世紀のイギリス統治開始以降，香港政府は間

接統治の手段として，英語で意思疎通の図ることの

できる香港人養成を急務とした．またヨーロッパ系，

中国系の商社，貿易会社も，英語の能力に優れた人

材を求めていた．そうした社会的要求から，当初は

少数エリート養成のため，英語教育が開始された．

英語ができることは即ち，良い職業に就け，出世へ

の近道とされ，社会的成功への鍵であるとされる．

そうしたことから，香港人は子弟を英語学校で学ば

せるようになった．この “ 英語重視 ” の考えは，現

在でも絶えることなく香港市民に浸透している（山

田，1999）．
戦後，大量の難民が中国内地からなだれ込んだた

め，香港政庁はエリート教育から，大衆教育へと路

線変更を強いられ，広東語を母語とする学校が次々

に設立された．一方で，国際語としての英語は重要

性を増し，将来の安定を求めて，親は教育言語を英

語とする学校に入学させようとする傾向は留まるこ

とがなかった（千島，2007）．
1960 年代以降，香港は国際貿易・金融センター

の地位を確立させる中で，「全教科を英語で教える

ことこそが，英語力の向上に繋がる．」との声が経

済界，香港市民の親から上がった．これは中等教育

を大きく変え，教育水準の低下が予想されたにも関

わらず，公務員採用条件にも高度な英語を課したこ

とにより，香港政府は更なる英語重視に動き出し

た．1960 年には広東語を教育言語とする中文中学

は 42.1％，英語を教育言語とする英文中学は 57.9%
の比率であったが，1965 年には 29％（中文）:71％

（英文），70 年には 23.3%:76.7% になり，1990 年に

は 8.3%:91.7% になった．しかし，こうした英語重

視による広東語の衰退を危惧し，80 年代に教育関

係者から，広東語による教育が望ましいとの声が上

がり，教育言語の議論が盛んに行われた．それ以降，

広東語教育推進の動きが加速し，1997 年香港返還

を機に，中等学校の 70％を中文学校に，30％を英

文学校にするとし，広東語による教育は飛躍的に増

加した（山田，1999）．
英語重視の弊害として，母語広東語の衰退，自由

に表現できる言語がない，授業についていけない，

教科内容が理解できず問題を丸暗記している，学校

嫌いになる，大学に入学できない，などの多くの問

題が挙げられる（山田，1999）．
だが，香港は金融・貿易都市として，経済的には

英語の価値は揺るがず，むしろグローバル化によっ

てその必要性が一層高まっている．香港の親からは

英語教育重視の声が絶えず挙がっている．

香港の教育制度はイギリス統治下の影響を受け，

2009 年以前は小学校 6 年間，中等学校 7 年（大学

予科 1 ～ 2 年）間，大学 3 年間であっていた．しか

し，教育改革（教育制度変更）に伴い，2011 年以

降は，日本と同様に小学校 6 年間，中学校 3 年間，

高校 3 年間，大学 4 年間となった．2 期制であり，

新学期は 9 月からである．各学校卒業の際に試験が

あり，その試験の結果で進学先が決まる．また，高

校終了後には大学入学審査の判断基準にもなってい

る HKALE（Hong Kong Advanced Level Examination）
を受ける．香港 8 大学の 1 学年の定員が 14500 人で

あり，高校を卒業しても約 40％の学生しか進学で

きない狭き門である．大学での授業言語は原則とし

て英語が使用される．香港一の名門大学である香港

大学は入学試験において広東語の能力は問わず，英

語の能力ができなければ入学できない．広東語での

教育を中心に行うと理念に掲げた香港中文大学は，

英語での授業も少なくない（山田，1999）．英文学

校，中文学校と教育言語は異なるが，小学校から大

学まで，約 13 年間外国語教育（英語）が行われる．

香港の大学者卒業率は人口比 18%，短大卒も含め

ると 27% である．

97 年の返還以降，中国政府の意図により普通話

の存在が増している．地下鉄の車内放送，電話番号

の問い合わせなどから始まり，広東語を母語としな

い新住民の増加や政治経済において，大陸との交流

緊密化が進んでおり，普通話の影響が強まっている．
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400 校ある中等学校の 40 校が普通話教育を看板に

している．

香港の地理

1．地形・地質

香港の地形・地質（図 3）の概要を , 三木（1989）7),
及び香港政府漁農自然護理署（漁農自然護理署ウェ

ブサイト），Jim ほか（2010a）に依拠し，これらを

要約した．

香港を含む中国南東部は古い地殻の一連のブロッ

クを構成し，これらは北中国ブロック，長江ブロッ

ク，揚子ブロックである．地殻ブロックは過去 1,000
万年間に大陸に結合された．中国南部では，大陸

プレート同士であるユーラシアプレートとインド・

オーストラリアプレートが衝突してヒマラヤ山脈を

形成している．中国東部では，フィリピン海プレー

トがユーラシアプレートの縁に沿って複雑な海洋プ

レート沈み込み帯のシステムを形成している．中国

南東部には現在プレート境界は存在しない． 
香港の地質構造は中国大陸南東部と連続してお

り，褶曲・変成などの構造の影響を受けている．ま

た，それらのことから中国南部地域が中生代の同一

地質地域に属していると考えられる．

香港は蓮花山（Lian hua shan）断層地帯にあり，ユー

ラシアプレートに乗る華夏（Hua xia）地塊の縁に

ある．プレート運動とプレート構造，断層を反映し

た地形が多く見られ，香港を含む中国東南部の地形

に影響を与えている．蓮花山断層の地帯は 30km の

幅があり，広東省から福建・浙江省を通り，海岸線

に沿って約 1000km 伸びている．断層地帯には北東

から南西に 100 を超える断層群がある．断層の向

きは広東省や近隣の地域と同じく北東から南西の向

きである．香港には，多くの断層があるものの，活

断層はない．また，香港は有史時代に記録された大

きな地震は無いが，香港から近い所で記録された最

大の地震は，香港から東に 85km 離れた広東省汕尾

（Shan wei）市紅海（Hong hai）湾で 1911 年に発生

した M6.0 である．地震活動は，主にユーラシアプ

レートとフィリピン海プレートとの間の相互作用に

よって発生するとされる．

大部分の断層は北東から南西に配列される．これ

らは香港の山の並び，尾根の配置，平野の配列に大

きな影響を及ぼしている．例えば図 3 に見る大嶼島

（Lan tao，香港西部にある島）の海岸と，それに続

く九龍，新界の谷など，地形の形状を既定している．

香港に分布する最古の岩層はデボン紀の黄竹角咀

層（Bluff Head Fm）でシルト岩，石英礫岩，赤色砂

岩から構成され，馬鞍山 , 黄竹角咀 , 赤門海峡一帯

に分布する．

中生代のジュラ紀，白亜紀は香港の地質の大部分

を占める．貫入花崗岩類である南丫（Lamma）花崗

岩類，葵涌（Kwai Chung）花崗岩類，長洲（Cheung 
Chau）花崗岩類，獅子山（Lion Rock）花崗岩類と，

荃灣（Tsuen wan）火山層群，大嶼山（Lan tao）火

山層群などは香港の 90％の面積を覆う花崗岩・流

紋岩で主に構成される．その後 , 白亜紀後期の褶曲・

断層運動を経て，主に香港北部新界への沖積層堆積

に至っている．香港の地質の約半分が火山岩，約

30％は花崗岩であり，堆積岩はほとんどない．

香港最古の岩石は，シルル紀末期からデボン紀に

形成されたものである．ジュラ紀から白亜紀にかけ

ては，中国沿岸の火山帯に位置し，活発な噴火活動

が行われたとされる．最近の研究では，巨大火山が

あったとされ，場所は西貢の糧船湾から果洲群島の

一帯である．最後の噴火は 1 億 4000 万年前とみら

れ，香港の地下に古代の巨大火山が存在すると，香

港政府・土木工程拓展署より発表された（2012 年

8 月 30 日香港政府新聞網記事）．カルデラの直径は

18 キロにも及び，糧船湾から果洲群島へと広がり，

西貢東部にある香港ジオパーク内の広範囲をカバー

し，火山灰や溶岩は約 300k ㎥と推定されている．

香港はわずか 1104k ㎡だが，その中には多様な地

形がある．新界中央部の火山岩地域は鋭い峰があり，

それより西の花崗岩地域では，丸みを帯びた峰が見

られる．火山岩は風化が非常に遅く，侵食されにく

いが，花崗岩は風化侵食されやすいため香港の山々

の形を既定している．また，長い海岸線を持ってお

り，海蝕によって形成されている地形が多く，例え

ば，海食崖，海食洞がある．その他，砂浜，沖積平

野，干潟などが見られる．Davis ほか（2000）によ

れば，香港島において，現在の高潮位から 1.7m 上



香港の地理とジオパーク

65

方に位置する場所で貝化石の年代測定を行ったと

ころ，5140±50 yr BP において，現在よりも海面が，

4 ～ 5m 高かったという．また，最終氷期最寒冷期

（18,000-17,000 年前）の海退は -120m に及び，現在

の海岸線から約 120km の海退が起こったとされる．

これより，最終氷期において，香港の河川地形には

大きな地形変化が起こったと想定される．

香港で一番長い川は，中国内地と境を接する深圳

河である．深圳河は広東省深圳市梧桐山が源流であ

り，深圳灣に注ぐ全長 37km，流域面積は 312.5 ㎢

である．

香港は平地が非常に少ないが，新界の元朗には香

港で最も大きい 144．3 ㎢の沖積平野が広がってい

る．平野には氾濫原，海沿いには干潟や湿地があり，

米埔（Mai Po）湿地公園がある．

香港総面積の 45％は標高 100m 以上の丘陵・山地

からなり，更に 12％が標高 300m 以上に位置する．

最高峰は大帽山（Tai Mo）で 957m である．

香港と澳門との間を通り，南シナ海に注ぐ珠江は

長さ 2200km，流域面積は 409480 ㎢に及び，中国国

内において，長江，黄河，淮河に続く大河である．

広州，香港，澳門を結ぶ三角地帯は珠江デルタと言

われる地域である．珠江デルタは流域面積が 26820
㎢で珠江流域の 5．91% である（魯ほか，2005）．

2．気候・植生・生物

香港は一年を通じて温暖であり，モンスーン気候

の影響で蒸し暑い夏と，乾燥してさわやかな冬が入

れ替わる．年平均気温は 22.9℃，年降水量は 2398.4 
mm であり，夏は降水量が多く高温湿潤で，冬は乾

燥した気候になるのが特徴である（図 4）．夏の降

水量が極端に多く，夏・冬の降水量比が 10 倍を越

図 3．香港の地質図 (Geological map of Hong Kong より編集 )
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えるので，温帯夏雨気候に区分されている．これは，

香港を中心とする東アジアで見られ，代表とされる

地域は中国華南・華中である． 
1 ～ 2 月は乾燥した北風が吹き，一年で最も寒い

時期であるが，平均気温は 15℃を上回る．香港で

記録された最低気温は 0℃であるが，これは新界や

高山に限られる．

5 月から 9 月にかけては雨のシーズンであり，年

間降水量の 80％を占める．特に 7 ～ 9 月にかけて

は熱帯低気圧のシーズンであり，大雨が続き地滑り

や沢の氾濫がある．それ以外のシーズンはおおむね

20℃前後で推移し，雨も多くなく，非常に過ごしや

すい．こうした熱帯と温帯が香港の植生・生態系に

影響を与えている．

香港には，およそ 2000 種類の植物があり，その

中のおよそ 300 種類くらいの植物は香港以外のとこ

ろから入ってきた外来種である．更に世界自然保護

基金の香港支部では 1993 年に発表したデータによ

り，海藻が 210 種類，藻類 175 種類，植物が 1900
種類（その開花植物の中に 120 種類の蘭が含まれ

る）．また 2000 種類の蛾，200 種類の蝶，93 種類の

トンボ，96 種類の淡水魚，23 種類の両生類，78 種

類の爬虫類，422 種類の鳥，57 種類の哺乳類がいる

（Jim et al.,2010a）．
その後，香港大学及びカドーリ農場・植物園，漁

農自然護理署の専門家らの調査によって，生物種の

数が増加し，トンボ 107 種類，蝶は 225 種類（中国

の 1/6 を占める）及び鳥類 445 種類（中国の 1/3 を

占める），それとともに新しい香港限定種が発見さ

れた．生息数が非常に少ない種もあるものの，樹木

に覆われた地域が増加傾向の為に数は徐々に増加し

ている．

香港の樹木は自生種が 400 種，外来種が 150 種あ

る．自生樹木の半数以上は新界にあり，数種は森林

に戻すための植林として使われる．

過去，伐採によって天然の植生が大きく破壊され，

今存在する植生に天然のものはほとんどない．

1960 年代より植林が進められ，中国湿地松（Pinus 
elliottii），台湾相思樹（Acacia confusa），赤松（Pinus 
massoniana）， 黄 桐（Endospermum Chinene）， 血

桐（Macaranga tanarius）， 樟 樹（Cinnamomum 
camphora），ガジュマル（Ficus microcarpa）などが

挙げられ，熱帯地域にある植物が多い（Jim et al., 
2010a）．また，香港東部の海岸には，小規模である

がサンゴ礁が分布している．

香港ジオパーク

1．郊野公園（Country Park）
香港ジオパークについて記述するにあたり，その

前身となった郊野公園（Country Park）についての

理解が必要であるため，本稿にて述べる．

香港の中心香港中心部からわずか数 km 程度のと

ころに広大な自然保護地区があり，人口が極度に集

中した香港中心部周囲に突如，大自然が広がる．そ

うした都市と自然が明瞭な境界をなす香港におい

て，自然側から人と自然との接点を提供する場が郊

野公園である．

郊野公園は，自然公園法に基づいた国立公園で

あり，1977 年 6 月イギリス植民地時代に制定され，

最初に金山（Kam Shan），城門（Shing Mun），獅子

山（Lion Rock）の 3 エリアが指定された．2012 年

現在で郊野公園は 24 カ所（図 5）あり約 434 ㎢，

香港総面積の約 40％を占める．これとは別に自然

保護を目的とすることを中心に，文化的・歴史的価

値のある地域を特別地区として指定し，特別地区は

11 カ所定められ，約 8.4 ㎢，郊野公園と特別地区を

合わせると約 442 ㎢の保護された区域が存在する．

郊野公園設定の目的は，自然保護，自然教育，自然

レクリエーション，である（Jim et al.,2010b）．

図 4．2011 年香港の月平均気温及び月降水量（香港天文

台気象統計より筆者作成）
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郊野公園が制定された背景として，9 世紀頃から

の中国人定住農民の移住によって永続的に森林が伐

採されたこと，自然の無計画な利用，日本の占領に

伴った日本及び住民側の森林資源の伐採，その後の

都市化に伴う急速な自然破壊の懸念があった．更

に当時の情勢として 1967 年に反英暴動があり，社

会的安定のためにも，自然というレクリエーション

場所が求められていたことが挙げられる（三井田，

1989b）．
1870 年代から自然を保護しなければならないと

いう声が挙がり，植物・植林局（花園部）の設置へ

繋がった．後の漁農自然護理署である．植物・植林

局は，伐採された丘陵の斜面や侵食された荒地に植

林を行った．植林された樹種は土壌条件の悪い所で

も生育可能であり，成長が早く燃料にも適した中国

湿地松（Pinus elliottii）である．植林の結果，森林

面積は 209km² になった（金子ほか，2010）．
その後，第二次世界大戦中に日本が香港を占拠し

た際，日本及び住民双方が森林資源を求めた結果に

より，再び大量の森林が伐採された．主権がイギリ

スに戻った後は再び植林活動が行われたが，60 年

代からの社会状況の変化によって，森林の価値が低

下し，植林を行う価値に疑問を持つようになり，70
年代初めの森林地は戦前の約半分の 13％となった．

それでも年間約 30 万本の樹が植えられたが，山火

事や害虫，燃料採取，開発による自然破壊によって

阻害された．

この頃より，政府の林業関係者，研究者，民間の

自然保護団体などが，急速な自然破壊を危惧し，様々

な取り組みが行われた．それまでは主に水源涵養の

ために森林を育成してきたが，今後はレクリエー

ション，科学的，教育的な利用も行われるべきとい

う考えの下，公園計画作成のため，国連より香港に

研究者が招かれた．また 1966 年，アメリカ人の環

境学者により香港カントリーサイドの保護の必要性

が提唱（Talbot,et al.,1966）され，自然環境の重要性

及び，7 つの自然保護区案について述べられた．郊

野公園計画には，基本的レクリエーション施設の提

供が基盤にあり，アメリカの国立公園の基準に従っ

たものである． 1972 年から 77 年の五カ年公園開発

計画の認可が 76 年 6 月に出されると同時に郊野公

園条例が制定され，漁農自然護理署が郊野公園管理

者に指定された．またマクレホース総督の自然保護

政策推進により，公園開発促進計画が認可され，79
年 12 月までに 21 の区域が選定された．これは香港

における自然保護の必要な地域をほとんど網羅して

いる．その後，郊野公園条例と類する自然保護条例

として，海岸公園条例があり，これは 1995 年に制

定され，1996 年には，４つの地域，鶴咀海岸保護

区（The Cape D’Aguilar Marine Reserve），海下湾海

岸公園（Hoi Ha Wan Marine Parks），印洲塘海岸公

園（Yan Chau Tong Marine Parks），沙洲及龍鼓洲海

岸公園（Sha Chau and Lung Kwu Chau Marine Park）
が指定された．2001 年には，東平洲海岸公園（Tung 
Ping Chau Marine Park）が追加され，海岸公園条例

に指定された地域の総面積は 2,430ha である．これ

らの他にも保護野生生物法例（香港法律 170 章），

林木及郊野地區法例（香港法律 96 章）によって香

港の自然保護・保全が行われている．

郊野公園内には，トレイルから，家族連れのピク

ニックやバーベキューを行うことが可能で，テーブ

ル，ベンチ，遊び道具，キャンプサイト（40 箇所），

バーベキュー施設（179 箇所），トイレ等が整備さ

れている．同時に多くの施設がバリアフリーに配慮

され，それぞれの区域に設けられている．

2．香港ジオパークの概要

2009 年 10 月に従来の郊野公園と海岸公園に足し

て香港政府が特別地域の指定を新たに行い，郊野公

園の一部と新たに加わった 5 つの特別地域が国内第

24 番目の中国国家地質公園（中国国内ジオパーク）

として指定された．また，同エリアが 2011 年 9 月， 
GGN に加盟した．郊野公園は自然保護を第一とし

ているエリアだが，ジオパークは貴重な地形・地質

を観察できるエリアとしている．

香港ジオパークは 2 エリア 8 カ所（図 6），合計

50 ㎢が指定されこれらを観察するルートは，全部

で 9 つの陸上ルートと２つの海上ルートが設定され

ている（図 6）．興味，体力，天気によって自分で選べ，

ルート設定のシュミレーションゲーム，遊覧パンフ

レットを通じてジオサイト情報を得ることができ

る．1 つ目のエリアが，西貢（Sai kung）火山岩地
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域（糧船灣 High Island，甕缸群島 Ung Kong Group，
果洲群島 Ninepin Group，橋咀洲 Sharp Island），で

あり，2 つ目のエリアが，新界（New Territories）
東北堆積岩地域（印洲塘 Double Haven，赤門 Tolo 
Cannel，赤洲 - 黄竹角咀 PortIsland-Bluff Head，東平

洲 Tung Ping Chau）からなる．最も近い所で市街地

から 20km，一番遠い東平洲でも 40km ほどの位置

にある．

ジオパーク設立の主な目的の一つは地形地質の景

観を有効利用することである．これには地形地質ガ

イドツアーを行うことや，教育利用を行うなど，新

たな観光資源としての役割が含まれる．またジオ

パークをきちんと管理することによって，地形地質

ガイドツアーの規則の確立と香港の人々の自然保護

意識を更に高め，自然保護教育の事業を進めること

になる．郊野公園の自然保護とともに，ジオパーク

ではその活用・地域の持続的発展を目標としている．

ビジターの安全及び壊れやすく外的影響を受けや

すい地形を守る為，ジオパークはその重要性ごとに

核心保護区，特別保護区，総合保護区の 3 つに分け

られている．

核心保護区を設定した目的は，重要な地質を保護

し，できるだけ自然本来の姿を損なわずそのまま保

つことである．西貢火山岩地域の核心保護区は果洲

群島，甕缸群島，糧船灣地区の南であり，保護対象

には世界的にも貴重な六角柱状節理の地区が含まれ

ている．新界東北堆積岩地域では，赤洲 - 黄竹角咀

地区が指定され，保護対象には香港最古のデボン期

岩層と，貴重な赤色岩層が含まれる．これらの地域

にはビジターのための施設や船着き場は無く，船か

ら観賞することはできるが，上陸することはできな

い．

特別保護区は，糧船灣の一帯，橋咀洲，印洲塘，

赤門北岸であり，これらの地域は独特の地質の景観

を持ち，基本的な旅客施設が設けられ，地質ガイド

ツアーに適している．

総合保護区は，橋咀洲，東平洲，印洲塘周辺地区

である． これらの地区は旅客施設が完備され，自

然教育路，地質散策路が整備されている．入場に制

限なく，誰でも訪問することができ，多数の観光客

にも対応できる．また，地形の景観を観察するほか，

郷土文化に触れることもできる．

香港政府のジオパークに対する主な取り組みとし

て，香港ジオパークを紹介するビジターセンター 1
カ所（獅子會自然教育中心），ジオサイトの情報発

図 6．香港ジオパークの位置と保護区

図 7．香港ジオパークジオルート分布
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信及びジオパークを通じて教育を行う施設が 4 カ

所（大埔地質教育中心，荔枝窩地質教育中心，西貢

地質文化資訊中心，吉澳地質教育中心），見所や地

形地質の解説を行っている書籍・パンフレット，メ

ディアを利用した宣伝，香港ジオパークと姉妹提携

を結んでいるジオパーク地域が 6 カ所，ジオパーク

ツアー専用ボートを運行していること，ビジターセ

ンター設置，ジオパークグルメを開発，ジオパーク

とホテルの提携，多言語に対応した看板及び音声案

内，ジオパークガイド養成システム（Ｒ２Ｇ），ジ

オパークアプリケーションソフトの開発，ジオパー

クを使った地学教育の推進などが挙げられる．香港

政府挙げてのジオパークの宣伝，普及，教育，観光

促進に力が注がれている（漁農自然護理署ウェブサ

イト）．

以上のように，香港のジオパークはその前身であ

る郊野公園に始まる自然保護の歴史を持ち，大都市

に近接しながら自然が保全され，ジオパークを通じ

た教育活動，ジオパークの普及活動が行われている．

3．香港ジオパークにおけるジオサイト

ジオサイトとは，ジオパーク内の主な自然的・文

化的見どころである（図 8）． 
1) 西貢 (Sai kung) 火山岩地域

西貢火山岩地域はジュラ紀後期から白亜紀にかけ

て噴出した凝灰岩や流紋岩からなる地域である．噴

火により空中に飛散した破砕物が地上に降り積も

り，冷却と縮小を経て凝固した．規模も石質も希少

性において世界最高レベルの六角柱状節理を見るこ

とができる．ボートツアー及び 3 か所の陸上コース

が設定されている．面積は約 17 ㎢である．

糧船灣 (High Island): 糧船灣ジオサイトは，香港

ジオパークの看板であり，香港ジオパークのロゴに

なっている巨大な六角柱状節理群が見られ，褶曲し

た凝灰岩の柱状節理と，貫入した輝緑岩の岩脈が見

られる．萬宜地質歩道が整備されており，気軽に見

ることができる．香港ジオパークの象徴とも言える

この場所で 2011 年，世界ジオパークの開園式が行

われ，ジオパークモニュメントが作られている．ま

た糧船灣ジオサイトにある萬宜（Man yi）ダムは糧

船灣洲と西貢半島を堤防で繋ぎ，湾をダムで仕切っ

て建設した淡水湖である．これは，香港全体の貯水

池の全容量（5 億 m³）の半分にあたり，このダム

の話題は香港ジオパークの解説にも取り上げられて

いる．糧船灣ジオサイトには 3 つのコースが設置さ

れている．

橋咀洲 (Sharp Island): 橋咀洲は，西貢埠頭から

15 分ほどで到着する．南北 2km，東西 0.5km の面

積の島と，7 つの小島より形成されている．他地域

で見られる六角柱状節理よりも古い白亜紀の流紋岩

である．橋咀洲と橋頭島（Kiu tau）は約 300 ｍあり，

砂州で繋がっている．陸上コースが設定され，最も

訪問しやすいコースである．

甕缸群島 (Ung Kong Group): 甕缸群島は横洲

（Wang Chau），火石洲（Basalt Island），沙塘口山（Sha 
Tong Hau Shan）の 3 つの島からなる．地質は白亜

紀前期の滘西洲火山岩群（Kau Sai Chau）の一部で

ある流紋岩である．甕缸群島は上陸する設備が無く，

ボート上から見ることしかできないため，ジオボー

トツアーが実施されている．横洲は甕缸群島の中で

最小であり，土壌に乏しく不毛の島である．ほぼ垂

直の岩壁に海蝕のあとがある．島南部に高さ 30m
の巨大な海蝕アーチがある．火石洲は英語名を訳す

と玄武岩の島，という意味だが，実際は流紋岩の島

である．島の最高点は 174m である．1948 年に上海

から香港に向かっていた飛行機がこの島に墜落し，

乗員乗客全 30 名の命が失われ，慰霊碑があり，ジ

オボートツアーでも，この歴史が紹介されている．

果洲群島 (Ninepin Group): 西貢から南南東へ

16km 付近にあり，北果洲島，南果洲島，東果洲島

などの 29 の島々と岩礁からなる．甕缸群島と同じ

く上陸設備がなく，外洋にあるため，夏の波の穏や

かな時しかボートで行くことができず，また上陸す

ることもできない．遠くから見ると水に浮いた果物

盆のような形に見えることからこう言われた．直径

もある香港最大の六角柱状節理がある．果洲群島は

約 1.4 億年前の流紋岩である．

2) 新界 (New Territories) 東北堆積岩地域

ここはデボン紀から古第三紀までの幅広い岩石が

分布するエリアであり，様々な環境で形成され，香

港ではほとんど分布していない堆積岩及び独特な地
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形を見ることができる．ボートツアー及び 6 か所の

陸上コースが設定されている．面積は約 33 ㎢であ

る .
印洲塘 (Double Haven): 最終氷期（約 1 万 2000

年前以前）以降，海面上昇の影響を受け，印洲塘の

谷に海が入り込み，岬と湾が織りなすリアス式海岸

を形成した．その為，漁業が盛んであり，今でも漁

村が見られる．また客家（Hakka）の村があり，客

家が文化的な見どころとしてジオパークで取り上げ

られている．その村から荔枝窩（Lai Chi Wo）自然

歩道が整備され，マングローブなども見られる特徴

的な地域である．波が穏やかで，絵のような風景で

あることから，「小桂林」と呼ばれている．印洲塘

ジオサイトには 3 つのコースが設置されている．

赤門 (Tolo Cannel): 赤門は馬屎洲（Ma shi chau）
エリアとその対岸にある荔枝莊（Lai chi Chong）エ

リアの 2 つに分けられる．赤門海峡北岸に沿う場所

には，デボン紀に形成された香港最古の流紋岩が露

出している．香港において堆積岩は少ないが，この

一帯は唯一と言ってよい堆積岩の地域である．砂州，

海蝕平台，石英斑岩などの香港で堆積岩が見られる

場所である．1999 年に 15 番目の郊野公園である馬

屎洲特別区に指定された．

赤洲 -黄竹角咀 (Port Island-Bluff Head): 黄竹角咀

では，デボン紀の砂岩，泥岩が露出している．水平

に堆積した地層が力を受けて褶曲し，ほぼ垂直な立

岩のようになっており，遠くからは滝のように見え

る．赤門海峡入口にある赤洲には，赤い砂岩や礫岩

がある．白亜紀後期（約 1 億年前）の暑く乾燥した

気候の影響を受け酸化鉄が出来たため，赤くなって

いる．

東平洲 (Tung Ping Chau): 新界の沖約 10km に浮

かび，長さ 3km，幅 500m，総面積は 1.1 ㎢，高さ

のない平らな島である．フェリーの出る馬料水（Ma 
Liu Shui）からは１時間半ほどかかる．またフェリー

は土日祝日のみしか運航されていない．そうでなけ

れば，ジオツアーを利用する必要があり，筆者はジ

オツアーを利用した．島東西の沿岸は岩壁だが，顕

著な海蝕地形である．東平洲に分布する平洲（Pin 
Chau）層は，ドロマイト石灰質頁岩，シルト岩で

構成され，地層の厚さは約 200m ある．泥岩や砂岩

は，約 5500 万年前から陸地より供給された堆積物

がたまったもので，香港で最も新しい岩石である．

地殻変動を受け傾斜し，何層にも重なる地層が東平

洲の見どころである．尚，地理的に中国に近接して

いることから，1950 年の朝鮮戦争中に連合軍は中

図 8．香港ジオサイトとジオルート（＊はパンフレットが発行されている場所である）
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国への物資を禁輸したが，その時に東平洲は密輸業

者の巣窟であったとされ，今となってはその遺跡な

ど，興味深い一面も持つ島であり，香港ジオパー

クの人文的要素として挙げられている（Ngar, Y.N. 
andChow, W.K.,2003）．

4．香港ジオパークの特色

香港政府漁農自然護理署は香港ジオパークの意

義，特徴及び香港ジオパーク成立理由を以下のよう

に述べている（漁農自然護理署ウェブサイト）．

まず，香港ジオパークの意義は以下のように記さ

れている．

1) 地形地質の保護強化（柱状節理等，壊れやすい

資源を保護する）．

2) 地域の持続的開発発展の促進（文化の復興と，地

域社会の尊重）．

3) 自然観光の質を向上させ，郊外活動の楽しさを

増大させる（自然への理解，都市に対する自然の付

加価値）．

4) 地球科学の知識を広め，公衆の保全意識を高める．

5) 香港の自然保護政策を向上させ，国際的なイメー

ジを高める（香港は都市だけでなく，自然もあると

いうこと）．

次に，香港ジオパークの特徴として，以下の点が

挙げられている．

1) 市内中心部から近いこと（ジオサイトまで 1 時

間ほどで到着する）．

2) 地質遺産は多様かつ集中していること（2 エリア

8 つの場所に集中しており，柱状節理や褶曲，海蝕

洞など多様に存在する）．

3) すべてのジオサイトは保護されていること（ジ

オパーク条例によって保護されている）．

4) 保護地域の管理と計画の豊富な経験があること

（1970 年代の郊野公園に対する自然政策から続く管

理と計画）．

5) 多様な生態系や野生生物の生育地，強固な生態

学研究の基礎と豊富な自然保護普及経験があること

（多種多様な生物が存在し，それを保護してきた景

観がある）．

さらに，なぜ香港ジオパークを成立させることが

できたか，については以下のように説明されている．

1) ジオパークは，香港市民や非政府グループなど

の広範囲からサポートされていること．

2) 香港は，自然保護や科学の普及に関し，豊富な

経験を持っていること（自然史教育の普及） ．
3) 公園の重要な地質遺産が，法的規制によって保

護されていること． 
4) ジオパーク内にある客家の村や漁村は，貴重な

文化遺産であること．

5) 西貢エリアに広く分布している柱状節理は，世

界的に珍しく稀な地質学的の宝物であり，新界東北

エリアの様々な堆積岩は科学的価値のある美しい風

景を形成していること． 
以上のような香港ジオパークの特色は，香港の地

域に変化を及ぼしている．例えば，既存の観光（買

い物，街歩き）に加え，ジオパークという新たな付

加価値が香港の新しい観光資源になりつつある．地

域活性化の一因となり，地域住民の雇用が生まれ，

新たな収入源が出来たことや，地域の伝統料理や行

事（特に客家文化）が賑やかになりつつあるという

こと，ジオパーク訪問客の増加に伴って，バスやフェ

リーの増発・新設に繋がり，地域交通が確保される

例（西貢周辺，吉澳）が挙げられる（ジオパーク国

際ユネスコ会議での K. M. Yeung 氏の発表による）．

市街地に近く人口・観光客が多いことは，香港ジ

オパークの特徴かつメリットである．日帰りで香港

郊外の自然を楽しむというスタイルの延長でジオ

パークが存在しているので，人々がジオパークに気

軽に訪問できる特色が香港ジオパークにはある．

5．香港ジオパークの課題

筆者が香港ジオパークについて，改善しなければ

ならないと思った点を挙げる．

・中心部にジオパークを紹介する施設（中心業務地

区である金鐘の中国銀行ロビーに若干の展示がある

がジオパークに特化したものではない）が無く，博

物館にもジオパークを紹介するコーナーはほとんど

無い．観光客が多く訪問する香港政府観光局にもジ

オパーク関連のパンフレットはほとんど見当たらな

く，香港ジオパークに行きたくても行くことのでき

ない可能性がある．

・中心部から香港ジオパークへは近いものの，各ジ
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オエリア，ジオサイトまでの行き方が香港の交通事

情に慣れてないと分かりづらいことである．電車や

バスに乗ることはできても，場合によってはミニバ

ス 8) やフェリー（例えば橋咀洲，東平洲など他多数）

を使わなくてはならず，多少とも要領を得ていない

と難しい．また，この場合，英語だけでなく，広東

語でのやり取りが必要になる場合もある．

・東平洲ジオサイトは土，日，祝日でなければ，フェ

リーが出ていなく，行くことができない．吉澳はフェ

リーすら出ておらず，船をチャーターあるいはツ

アーでの参加しか訪問できないこと，香港ジオパー

クの看板とも言える六角柱状節理を見に行くために

は，タクシーあるいはツアーを利用しなければなら

ない（例えば糧船灣，萬宜地質散歩）こと，バス到

着地点から長時間歩かなければならない（例えば荔

枝窩など）．

これらは香港の事情，言葉に慣れていない観光客に

とって非常に困難である．

まとめと今後の課題

本稿では香港の概略（香港の位置，歴史，民族，

言語，人口，経済，交通，教育），地理（地形，地

質，気候，植生，生物）と香港ジオパーク（郊野公

園，ジオパーク概要，ジオサイト，特色，課題）に

ついて述べた．

香港は 2 つのジオエリアに 8 つのジオサイトがあ

り，面積は 50k㎡である．市街地からは 20km程度と，

日本のジオパークを考えると非常に近い．

市街地から近接した場所に自然が広がり，訪問が

容易である．こうしたことを可能としているのは，

イギリス香港政庁からの郊野公園制度を挙げること

ができる．

今回詳しく触れられなかったが，香港ジオパーク

は，既存の香港観光にジオパークという新しい観光

を付け加えつつあることや，ジオパークによって地

域文化の振興，復興や，地域交通の確保，地域教育

充実の一環と変化を見せつつある．

日本のジオパークもこうした取り組みを行うこと

が望ましいが，香港ジオパークと日本の他のジオ

パークの条件は異なっており，単純な比較，検討に

は向いていない．香港は人口 700 万人都市に隣接し

てジオパークが存在するという点が大きな特徴であ

る．大都市とジオパークとの距離が近いために，思

い立ったらその日のうちにジオパークを巡り，帰る

ことができる．観光客の数も年間 4200 万人であり，

仮にこの 1％一部がジオパークを訪れるだけでもジ

オパークにとっては効果が大きい．そうした理由よ

り，ジオパークに適した有利な要素を香港は兼ね備

えていると言えよう．一方で課題も多く見られたこ

とから，これらの改善が今後必要となる．

日本のジオパークの場合は大都市から遠いところ

に立地し，一日でジオパークに行き，往復するのは

困難なことであるため，都市住民にジオパークを身

近で手軽なものとさせることは容易ではない．しか

し，ジオパークを楽しみ，理解する多くの人々がい

なければ，ジオパークによって，地域を発展させる

ことや，新たな観光資源として定着させることは今

の日本のジオパークを見ても難しいであろう． 
今後は香港ジオパークの実態，各ジオサイトのジ

オパークとしての特色，具体的な取り組み，地域変

化について詳しい調査を行い，世界・日本のジオパー

クの将来に参考となるような研究を行うことを今後

の課題としたい．

注

1) 本稿では，香港のイギリス統治時代を香港政庁

と呼び，返還後の現在の香港特別行政区を香港政府

と記述した．

2) 香港の周辺都市である珠江デルタ経済圏（深圳

市，広州市，珠海市，仏山市，中山市，東莞市）を

含めると人口 3600 万人のメガリージョンが存在す

る（大泉 2011）．
3) 九龍半島・旺角では，人口密度が 13 万人以上で

あるとギネスブックに認められている．

4) 中国大陸及び香港では中国大陸（香港・澳門除く）

のことを内地，香港のことを本地と呼ぶことから，

本稿においてもこれに従う．

5) 2012 年 12 月 22 日現在，対円で香港ドルが 1 ド

ル＝ 10.8 円，人民元が 1 元＝ 13.3 円である．1 米

ドルに対する為替レートで 2007 年 1 月に人民元が
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香港ドルを逆転した．中国内地の通貨政策の変更（人

民元切り上げ），経済発展が人民元レート向上の一

因である．

6) 香港は一国二制度により現在でも香港と中国内

地の間には境，検問所が存在し，出入境管理がある．

中国内地の国籍者はトランジットで入境する場合の

み査証免除となり，中華人民共和国旅券を利用する

場合のみである．中国内地の国籍者は中華人民共和

国往来港澳通行証を取得することも可能であり，広

東省の戸籍を有す住民および指定された 28 都市（上

海，北京，南京，蘇州，無錫，杭州，寧波，台州，

福州，廈門，泉州，天津，重慶，成都，濟南，瀋陽，

大連，南昌，長沙，南寧，海口，貴陽，昆明，石家

莊，鄭州，長春，合肥，武漢）の戸籍を有する住民

のみが申請でき，これらは査証無しで香港に 7 日間

滞在できる．段階的に香港への入境規制緩和が進ん

でおり，中華人民共和国往来港澳通行証を取得する

ことのできる都市が広がりつつある．この政策の拡

大によって香港観光客が急増している背景がある．

7) 三木（1989a，b）では，Allen and Stephens (1971) 
に基づいて要約したとしている．

8) ミニバスとは，大型のバスが入れないような細

かい路線，大型のバスで走らせるほどの需要が見込

めない所を路線として運行している小型のバスであ

る．定員は 16 名であり，定員を超えての乗車はで

きない．運賃を払う際，また降りる際には運転手と

言葉を交わす必要があり，広東語を使用する．また，

停車する場所の案内も無いため，バス停や香港の地

理を熟知していないと乗ることが難しい．
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要約

本研究では、香港の地理及びジオパークについて論じ、香港の地形地質を始め、歴史、経済、社会状況

について述べ、それを踏まえ，香港ジオパークの概要、特色及び課題についての検討を行った．

香港は人口 700 万人、アジアでも有数の経済都市として位置し、1997 年 6 月にイギリスから中華人民

共和国に返還されるという大きな変化があるも、一国二制度により、50 年間はイギリスの体系を守りつつ、

躍進を続けている。

イギリスが残したものは、コモンロー、英語文化、社会インフラなど様々あるが、自然保護条例は香港

ジオパーク設立に大きく関係するものである。

イギリスが制定した自然保護条例によって、手つかずの自然が大都市近郊に残され、その自然について，

市民に知らせる必要性、自然保護への市民理解，観光促進を目的に 2009 年 10 月に香港ジオパークが設立

された．　

香港は年間 4000 万人を超える観光客が来ること、香港ジオパークは大都市に近接した場所にジオパー

クがあること、多種多様な地形地質が見られる事など、他の地域に比べるとジオパークとして有意な条件

を備えている。一方で，香港中心部にジオパーク紹介が無いこと、香港の交通事情に精通している者でな

いと辿り着けない等の問題点などが見られた．

キーワード： ジオツーリズム，郊野公園，大都市


